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次期総合計画 用語集（案）

あ 

ICT .......................................................................................................................  

【アイシーティー】 

Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。コンピュータや

インターネットといった情報技術（IT：Information Technology）を活用し、人と人、人と

モノが通信する応用技術のこと。 

い 

インクルーシブ教育システム ........................................................................................  

【インクルーシブきょういくシステム】 

人間の多様性の尊重等の強化、障がい者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大限度まで

発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の下、障がいのある者と

障がいのない者が共に学ぶ仕組みのこと。また、個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒に

対して、自立と社会参加を見据えて、その時点で教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供

できる、多様で柔軟な仕組みのこと。 

インフラ ..................................................................................................................  

Infrastructureの略。道路、河川、上下水道などの都市基盤施設のこと。 

え 

ＡＥＤ ......................................................................................................................  

【エーイーディー】 

Automated External Defibrillator（自動体外式除細動器）の略。心臓がけいれんし、血

流を流すポンプ機能を失った心臓に対して、電気ショックを与え、心臓の動きを取り戻すため

の医療機器のこと。 

SNS ......................................................................................................................  

【エスエヌエス】 

Social Networking Serviceの略。インターネット上で、友人・知人間のコミュニケーション

を円滑にしたり、趣味や嗜好、居住地域などのつながりを通じて新たな人間関係を構築する場

を提供する会員制のサービスのこと。 

ＳＤＧｓ未来都市 .......................................................................................................  

【エスディージーズみらいとし】 

内閣府が選定した、地方創生 SDGｓの達成に向け優れた SDGs の取組を提案する地方自治

体のこと。 

NPO ......................................................................................................................  

未定稿 

（参考） 
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【エヌピーオー】 

Non-Profit Organization（非営利団体）の略。私的営利を目的としない社会的な使命を目

的とした民間の組織のこと。 

お 

汚水処理施設………………………………………………………………………………………… 

【おすいしょりしせつ】 

家庭や事業所から排出される汚水を処理する施設のことで、下水道や農業集落排水施設、浄

化槽などの総称。 

温室効果ガス ...........................................................................................................  

【おんしつこうかガス】 

二酸化炭素やメタンなど、地表から放射された赤外線の一部を吸収・放出し、大気を暖める効

果のある気体のこと。 

か 

カーボンニュートラル.................................................................................................  

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、植林、森林管理などによる「吸収量」

を差し引いた、合計がゼロになること。 

合併処理浄化槽 .......................................................................................................  

【がっぺいしょりじょうかそう】 

し尿と生活雑排水（台所、風呂、洗濯などに使用した水）を併せて処理する浄化槽のこと。 

き 

基幹公共交通軸 .......................................................................................................  

【きかんこうきょうこうつうじく】 

公共交通ネットワークの骨格を担う中心市街地と 15 箇所の地域拠点を結ぶ８方面の公共交

通軸。鉄軌道と幹線バスで構成するもの。 

救急ワークステーション .............................................................................................  

【きゅうきゅうワークステーション】 

救急隊員の知識・技術の向上、医療機関と消防機関との連携強化、医師の早期医療介入等を

目的として、医療機関で救急要請に対応しながら、救急隊員が実習を行う拠点のこと。 

 

く 

熊本市人口ビジョン ..................................................................................................  

【くまもとしじんこうビジョン】 
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本市の人口の現状分析と将来展望をとりまとめたもの。 

くまもと地下水財団 ..................................................................................................  

【くまもとちかすいざいだん】 

熊本地域の生活基盤である地下水を広域的かつ横断的に保全するため、平成24年度（2012

年度）に発足し、地下水の流動メカニズムを把握する調査研究を始め、地下水質保全、地下水

かん養、啓発等の 4つの公益目的事業を実施している組織のこと。 

熊本連携中枢都市圏 .................................................................................................  

【くまもとれんけいちゅうすうとしけん】 

連携中枢都市圏とは、連携中枢都市となる圏域の中心市と近隣の市町村が、連携協約（地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の２第１項）を締結することにより形成される圏域の

ことであり、熊本連携中枢都市圏は、熊本市を連携中枢都市として、近隣の 19 市町村と形成

されている（令和５年 10月現在）。 

け 

経常収支比率...........................................................................................................  

【けいじょうしゅうしひりつ】 

人件費、扶助費、公債費などの経常的に支出される経費に充当された一般財源が、地方税、地

方交付税などの経常的な一般財源、減税補てん債及び臨時財政対策債の合計額に占める割合

のこと。比率が高いほど財政構造の硬直化が進んでいることを表す。 

こ 

校区防災連絡会 .......................................................................................................  

【こうくぼうさいれんらくかい】 

避難所の開設・運営を行う「避難所運営委員会」の人選や校区内の避難者情報の収集方法、報

告先、物資供給方法などについて事前協議を行うため、小学校区ごとに設立される組織のこ

と。校区自治協議会などの「地域」、市が派遣する「避難所担当職員」、指定避難所等の「施設管

理者」などで構成される。 

合計特殊出生率 .......................................................................................................  

【ごうけいとくしゅしゅっしょうりつ】 

15 歳から 49 歳までの女性の 5 歳年齢階級別出生率を合計したもので、一人の女性がその

年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当するもの。 

高次都市機能...........................................................................................................  

【こうじとしきのう】 

商業、金融、マスコミ、文化、歴史、行政など都市全体として重要な機能のこと。 

国土強靭化 ..............................................................................................................  

【こくどきょうじんか】 

大規模自然災害等に備えるため、事前防災・減災と迅速な復旧復興に資する施策を、 まちづ
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くり政策や産業政策も含めた総合的な取組として計画的に実施し、強靱な国づくり・地域づく

りを推進するもの。 

子育て支援センター ..................................................................................................  

【こそだてしえんセンター】 

育児相談や子育てに関する情報提供などを行う、親と子がほっと過ごせるための居場所のこ

と。 

固定的性別役割分担意識 ...........................................................................................  

【こていてきせいべつやくわりぶんたんいしき】 

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにも関わらず、「男

は仕事・女は家庭」等のように、男性、女性という性別を理由として、役割を固定的に分ける考

え方のこと。 

こどもの権利サポートセンター ....................................................................................  

【こどものけんりサポートセンター】 

学校の内外を問わず、こども本人や保護者等から、こどもの権利侵害に関する相談を受け付け、

課題の解決を図る組織のこと。 

こどもの貧困 ...........................................................................................................  

【こどものひんこん】 

衣食住が欠けるなど、必要最低限の生活を営むことができない「絶対的貧困」、または、その社

会の中で相対的に低い水準で生活する「相対的貧困」にあるこども（17 歳以下）の生活状況の

こと。日本におけるこどもの貧困対策では、主に「相対的貧困」が対象となっている。 

さ 

再生可能エネルギー ..................................................................................................  

【さいせいかのうエネルギー】 

太陽光や太陽熱、水力、風力、バイオマス、地熱など、永続的に利用することが可能なエネルギ

ーのこと。 

財政力指数 ..............................................................................................................  

【ざいせいりょくしすう】 

基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去 3 ヵ年平均のこと。地方公共団体

の財政力を示す指数として用いられ、指数が高いほど財源に余裕があるものとされる。 

し 

自然動態 .................................................................................................................  

【しぜんどうたい】 

一定期間における出生・死亡に伴う人口の動きのこと。 

実質公債費比率 .......................................................................................................  

【じっしつこうさいひひりつ】 
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地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）及びこれに準じる額の大きさを、その地方

公共団体の財政規模を基本とした額に対する割合で表したもの。比率が高いほど財政の弾力

性が低下するものとされる。 

市民公益活動...........................................................................................................  

【しみんこうえきかつどう】 

社会的役割（他人や社会への貢献）を意識した市民による行動のこと。 

社会動態 .................................................................................................................  

【しゃかいどうたい】 

一定期間における転入、転出及びその他の増減に伴う人口の動きのこと。 

１０分・２０分構想 ......................................................................................................  

【10ふん・20ふんこうそう】 

令和3年6月、熊本県とともに策定した熊本県新広域道路交通計画に掲げた熊本市中心部か

ら高速道路インターチェンジまでを約 10 分、熊本空港までを約 20 分で結ぶ構想であり、熊

本都市圏北連絡道路、熊本都市圏南連絡道路、熊本空港連絡道路の３つの新たな高規格道路

で構成される。 

循環型都市 ..............................................................................................................  

【じゅんかんがたとし】 

天然資源の消費の抑制を図り、もって環境負荷の低減を図る都市のこと。 

硝酸性窒素 ..............................................................................................................  

【しょうさんせいちっそ】 

硝酸イオン・亜硝酸イオンに含まれる窒素の量を示す水質の指標「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒

素」のこと。乳児が硝酸性窒素を一定量以上含まれる水を摂取すると、血液の酸素運搬能力が

失われ酸欠になる「メトヘモグロビン血症」を引き起こすと言われている。環境基本法に基づき、

河川などの公共用水域や地下水において、人の健康を保護する上で維持することが望ましい

基準（環境基準）10mg/Lが設定されている。 

消防指令管制システム ...............................................................................................  

【しょうぼうしれいかんせいシステム】 

119 番通報の受付から消防隊への出動命令、災害状況の把握まで、あらゆる情報をコンピュ

ータで制御することにより、迅速確実かつ効果・効率的な消防活動を実現するためのシステム

のこと。 

食品ロス .................................................................................................................  

【しょくひんロス】 

食べ残し、売れ残りや期限が近いなど様々な理由で、食べられるのに捨てられてしまう食品の

こと。フードロスともいう。 

人生 100年時代 .....................................................................................................  

【じんせい 100ねんじだい】 

「2007 年に日本で生まれたこどもの半数が 107 歳より長く生きる」と推計している海外の

研究結果を基にした概念のこと。人生 100 年時代においては、高齢者から若者まで、全ての
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国民に活躍の場があり、全ての人が元気に活躍し続けられる社会、安心して暮らすことのでき

る社会をつくることが重要な課題とされている。 

す 

水質基準達成率 .......................................................................................................  

【すいしつきじゅんたっせいりつ】 

水道法で定められた水質基準項目（５１項目）の達成度合いを示すもので、水道水の水質が法

令の基準を満たしているかを表します。 

スタートアップ ..........................................................................................................  

新しい技術の活用、斬新なサービスなど新規性があり、加速度的に事業を拡大することを目指

す創業から間もない、比較的に創業年数の若い企業のこと。 

スタートアップエコシステム .........................................................................................  

ロールモデルとなる事業者を輩出し、次のスタートアップの支援者として、機運醸成や伴走型

支援などに取り組み、『スタートアップの連続創出』を目指す仕組みのこと。 

スマート農業 ............................................................................................................  

【スマートのうぎょう】 

ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を

推進している新たな農業のこと。 

３R.........................................................................................................................  

【スリーアール】 

リデュース（ごみを減らす）やリユース（繰り返し使う）、リサイクル（資源として再び利用する）の

こと。 

 

せ 

性的マイノリティ .......................................................................................................  

【せいてきマイノリティ】 

性的少数者のこと。同性愛者や両性愛者、自分の性に違和を覚える人、自分の性がわからない

人などの総称。セクシャル・マイノリティともいう。 

生物多様性 ..............................................................................................................  

【せいぶつたいようせい】 

生きものたちの豊かな個性とつながりのこと。全ての生物にある「違い」を表し、大きくわけて

「遺伝子（種内）の多様性」、「種（間）の多様性」、「生態系の多様性」の３つのレベルの多様性が

あるとされている。 

た 

ダイバーシティ .........................................................................................................  
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「多様性」のこと。性別や国籍、年齢などに関わりなく、多様な個性が力を発揮し、共存できる

社会のことをダイバーシティ社会という。 

多核連携都市...........................................................................................................  

【たかくれんけいとし】 

高次な都市機能が集積する中心市街地を市域及び都市圏全体の拠点とし、周辺では行政・商

業等地域の日常生活サービス機能が充実した地域拠点や生活拠点で構成する複数の地域生

活圏の形成を図り、それら中心市街地と地域拠点が、利便性の高い鉄軌道やバスなどの公共

交通で結ばれるとともに、地域拠点相互も公共交通や幹線道路で結ばれ、利便性の高い公共

交通沿線に一定の人口密度が維持された、持続可能でだれもが移動しやすく暮らしやすい都

市のこと。 

ち 

地域コミュニティ ......................................................................................................  

【ちいきコミュニティ】 

町内や小学校区など、人々が共同体の意識をもって生活を営む一定の地域及びその人々の集

団のこと。 

地域包括ケアシステム ................................................................................................  

【ちいきほうかつケアシステム】 

高齢者が可能な限り住みなれた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることがで

きるようにするための住まい・医療・介護・予防・生活支援のサービスが「包括的」、「継続的」に

提供される仕組みのこと。 

町内自治会 ..............................................................................................................  

【ちょうないじちかい】 

同じ地域に住む人たちにより自主的に組織され、日常生活の中で発生する地域の課題をお互

いに協力し合って解決し、豊かで住みよい地域をつくるために地域の特色をいかした様々な

活動を行っている団体のこと。 

て 

DX ........................................................................................................................  

【ディーエックス】  

Digital Transformation の略。ICT の浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に

変革させることを指す。 

と 

特定健診 .................................................................................................................  

【とくていけんしん】 

内臓脂肪型肥満によって、様々な病気が引き起こされやすくなった状態のメタボリックシンド
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ロームに着目した健康診査のこと。内臓脂肪の蓄積を未然に把握することにより、糖尿病、高

血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の予防を図ることを目的としている。 

都市型水害 ..............................................................................................................  

【としがたすいがい】 

近年頻発している局地的かつ短時間の大雨が、都市化に伴う地中への雨水の浸透が低下した

ことにより、一気に中小河川や排水路に流れ込み、排水処理能力を超えた水があふれ出し、道

路冠水や宅地の浸水被害をもたらすこと。 

に 

２環状１１放射道路網 .................................................................................................  

【２かんじょう 11ほうしゃどうろもう】 

熊本都市圏内外の広域的な交流の促進や中心市街地と周辺市町村間の放射型の交通需要に

対応するため形成が必要とされる走行性の高い骨格幹線道路網のこと。 

ひ 

避難行動要支援者 ....................................................................................................  

【ひなんこうどうようしえんしゃ】 

高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する者のうち、災害が発生し、または災害が

発生するおそれがある場合に、自ら避難することが困難で避難等への支援を必要とする方の

こと。 

ほ 

放流水の水質基準達成率 ...........................................................................................  

【ほうりゅうすいのすいしつきじゅんたっせいりつ】 

放流水の水質基準達成率とは、下水道法令で定められた水質基準項目の達成度合いを示すも

ので、浄化センターからの放流水の水質が法令の基準を満たしているかを表すもの。 

保留児童 .................................................................................................................  

【ほりゅうじどう】 

希望する保育所に入れずに入所を見合わせている児童のこと。 

 

ま 

MICE ....................................................................................................................  

【マイス】 

企業等が開催する内部の会議等（Meeting）、社員や販売代理店等に対する表彰や研修等を

目的とした報奨旅行 （ Incentive Tour ） 、 学会や協会が開催する学術会議等
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（Convention）、文化的な催事や展示会・見本市（Exhibition/Event）など、多くの集客や

交流が見込まれる催事の頭文字を用いた総称のこと。 

 

み 

水の有効率 ..............................................................................................................  

【みずのゆうこうりつ】 

水道施設などから給水される水量がどれだけ有効に使われているかを示すもの。水道事業の

経営効率性や配水管及び給水管の健全性を表す。 

や 

ヤングケアラー .........................................................................................................  

本来大人が担うと想定されているような家事や家族の世話などを日常的に行っているこども

のこと。 

ゆ 

ＵＩＪターン ...............................................................................................................  

【ユーアイジェイターン】 

U ターンとは、地方で生まれ育った人が、大都市圏へ進学・就職した後、再び出身地に戻ること。

Iターンとは、大都市圏で生まれ育った人が、地方へ移住すること。Jターンとは、地方で生まれ

育ち、大都市圏へ進学・就職した人が、出身地とは違う地方へ移住すること。 

ら 

ライフコースアプローチ ..............................................................................................  

胎児期から高齢期に至るまで人の生涯を経時的に捉えた健康づくりのこと。 

ライフステージ .........................................................................................................  

人の一生における乳幼児期、学童期、中高生期、壮年期、中年期、高齢期などのそれぞれの段

階のこと。 

 

り 

リカレント教育..........................................................................................................  

【リカレントきょういく】 

社会人が必要に応じて、学校に戻って再教育を受けることができる教育制度のこと。 

リスキリング ............................................................................................................  

現在の職場で働きながら必要なスキルを習得すること。 
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リニューアブル .........................................................................................................  

環境への負荷が大きい石油等の化石資源を使ったプラスチック製品等を、再生可能な資源（バ

イオプラスチック等）に替えること。 
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